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論文内容の要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



論文審査の結果の要旨 

 

本研究は、有機典型元素化合物の化学が発展するために必要な極めて重要なp−共役相互作用と呼ばれる概念を、

第１６族元素を含む現実の化合物を用いて、その微細な構造を決定する因子として確立した。特に有機典型元素化

合物におけるp−共役相互作用は、原子番号が大きくなるに従って急激に減衰すると信じられていたため、本研究

において、第16族元素の第５周期にあたるテルルにおいてもp−共役相互作用が重要な役割を果たしていることを

確認したことは注目される。この結果は、有機典型元素化合物の材料科学への応用という意味に於いても、重要な

出発点を確立したものである。

本研究で用いた第１６族元素を含む有機典型元素化合物のいくつかについて、単結晶によるX線結晶構造解析を

適用して構造を決定した。また、溶液状態においてNMR解析を適用することにより、アリール基の平面性を巧みに

応用して、採用したすべての化合物の微細構造の決定に成功したことも注目に値する。p−共役相互作用の概念は、

さらに、これらの実験結果を精度の高い分子軌道計算を適用して確立したものである。 

学位審査委員会は、以上の研究成果は、博士論文として十分な水準にあると判断した。なお、学位論文はこれま

での審査過程における指摘を念頭に改訂された。 

 

 

 

最終試験の結果の要旨 

 
 平成24年2月8日に公聴会を開催し、全審査員出席のもとに学位申請者に対し、論文内容およびこれに関する事項に

ついて試問を行い、最終試験とした。申請者は、やや分野の異なる研究者からの質問に対しても適切に応答を行った。

本公聴会の問答をふまえて修正等行い，学位論文を完成することとなった。この結果を受けて、学位審査委員会は同日

に最終判定会議を開催し、全員一致で最終試験を「合格」と判定した。 

 

  


